
創立記念日（２月２日）  

 

鳥取県立境高等学校  
 

 本校の前身である旧制境中学校は昭和１５年に創立されました。当時鳥取県西部に

は中学校としては米子中学校（現米子東高等学校）があるだけで、年々増加する進学

希望者の向学心を十分に満たすことができませんでした。このような時に境地区の人

々の間に中学校創設の機運が高まりました。地元有志の中心となったのは当時の境町

長景山圭一氏で、熱心に県当局に働きかけました。  

 一方、当地出身の実業家である岡田信吉朗・岩田熊吉氏を始めとして、地元関係者

などから多額の建設費が寄付され、また約一万坪の校地も準備されました。こうして

昭和１５年１月１１日、県参事会で境中学校創設の決議がなされ、同年２月２日には文

部省告示５０号により設立が認可されたのです。同年２月１０日には、初代校長とし

て当時の米子商蚕学校（現米子南高等学校）校長吉灘好栄先生の発令がありました。  

 初年度の境中学は、募集人員１５０名に対して応募者が３７２名に上り、県下第一

位の倍率となりました。４月６日には、境小学校の仮校舎で開校式並びに入学式が行

われました。小学校を卒業したばかりの一年生たちは、勉強のかたわら夏休みも登校

して、校舎建築を手伝いました。こうして木の香もにおい立つ新校舎に移ったのは、昭

和１６年３月１３日のことでした。この校舎は現在の東本町にありましたが、翌１７年６月

にはその南側に第二校舎と講堂が落成しました。  

昭和１８年の夏には多数の大八車を連ねて、２０キロの浜街道を日野川まで石を採

りに行きました。この石が校門左右の垣の構築に使われました。この石が創設当時の

名残を留めるものとして、現校舎でも「かしのは会館」の前庭と仕切りの生け垣に使用

されています。また校庭の樫や椎などの樹木も、昭和３９年１２月の校舎移転の時に、当時

植えた苗木を移植したものです。つまり本校と同じ樹齢７８歳の樹木ということにな

ります。（平成 30 年 2 月 2 日（金）） 

 

 

 


